
平成１９年度第１回周防大島町行政改革推進委員会会議録 

 

１ 開催日時 平成２０年３月２７日（木） 午後１時３０分から 

２ 開催場所 周防大島町役場大島庁舎２階庁議室 

３ 出 席 者 委  員 谷  満雄 

       委 員 杉原 節夫 

       委 員 大丸 榮子 

       委 員 三原 伊文 

       委 員 峰   博 

       委  員 土井 郁夫 

       委  員 行田 茂美 

      （欠席者：中原委員、有田委員、笹木委員、平佐委員、藤本委員） 

       町  長 中本 冨夫 

副 町 長 椎木 巧 

事 務 局 政策企画課 課長 中野 守雄 

                  班長 岡野 正徳 

                  主幹 近藤  晃 

４ 会議次第 

(1) 町長あいさつ並びに委嘱状交付 

 (2) 委員紹介及び会長・副会長の選任について 

 (3) 議事 

   ① 平成１９年度集中改革プラン・行革大綱実施計画の取組内容及び成果の報告につ

いて 

   ② 成果に対する意見徴収について 

   ③ 町長への意見書の協議について 

 

５ 提出資料 

 (1) 平成１９年度集中改革プラン及び行革大綱実施計画成果報告（概要版） 

 (2) 周防大島町集中改革プランへの取組内容及び成果報告(普通・渡船部会) 

(3) 度周防大島町集中改革プランへの取組内容及び成果報告(保険・訪問看護部会) 

(4) 周防大島町集中改革プランへの取組内容及び成果報告(上下水道部会) 

(5) 周防大島町集中改革プランへの取組内容及び成果報告(公営企業部会) 

(6) 周防大島町行政改革実施計画への取組内容及び成果報告 

 

６ 議事の概要 

 (1) 会長・副会長の選任について 

    委員の互選により、会長に中原委員を選任し、副会長に杉原委員を選任した。 

(2) 平成１９年度集中改革プラン・行革大綱実施計画の取組内容及び成果の報告につい



て 

   平成１９年度の集中改革プラン・行革大綱実施計画の取組内容及び成果の報告等の

概要について、事務局から説明した。 

(3) 成果に対する意見徴収について 

   事務局が説明した内容等について委員から意見をいただいた。 

(4) 町長への意見書の協議について 

    本日の各委員の意見をもとに事務局で意見書案を作成し、各委員の了承を得た後に

町長に提出することで了承をいただいた。 

 

【委員からの主な意見】 

・ 昨年の意見書の中で、人事評価の導入と民間企業における職員研修の実施を提言して

いるが、平成１９年度においても取組がなされていない状況にあるようなので、早急に

課題を整理し実施に向け検討すべきである。 
・ 研修を実施した場合には、レポートの提出とプレゼンテーションはセットであるべき

なので研修の成果を発表する場を設け周知すべきである。 
・ パブリックコメントを実施した場合には、どのような提案があり、町はその提案に対

してどのように対応するかを速やかに公表すべきである。 
・ 中学校統合後の跡地利用については、無駄なものは作らずに更地にして所有者へ返還

する方が後の財政支出が不要となり、最も大きな行政改革につながると考えるので可能

な限りこの方法を検討すべきである。 
・ 定員の適正度から言えば周防大島町は職員が多い状況であることから、「民間にでき

ることは民間に」を基本に行政の守備範囲を見直し、更なる民営化を推進すべきである。 
・ 周防大島町に若者がＵターンして、ＮＰＯを立ち上げて色々な活動を行おうしている

が、行政の壁が厚いという話しを耳にしている。ＮＰＯを育て、シルバー人材を活用し

て守りではなく攻めの方策を行って欲しい。 
・ 今後の行政運営においては、周防大島町出身者で町外で活躍されている方とのネット

ワークの構築や大島商船高等専門学校など学校との連携等、いわゆる産・学・官との連

携による新たな行政運営体制を構築すべきである。 


